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(Reid & Smith， 1989) 0 Dollard & Mowrer 
(1947)による「困窮・救済指数(Distress-Relief 
Quotient = D. R. Q.) Jが工夫創設され、この方
式でケースワーカー自身の評定に高い信頼度が
得られ、さらに研究を進め一層完備した測定法






















校の非行少女たち (Girlsat Vocational High) J 
(Meyer， Borgatta & J ones， 1965) と「チェ
マング郡の多問題家族研究 (The Chemung 























ワークは効果的なのか? (Is casewor k effec-











































呼んだ「職業高校の非行少女たち (Girls at 






















いったと考えられる。 Roberts& Nee (1970) 























































































より、 Smith& Glass (1977)が、心理療法は
































2002、平山 1982、芝野 b 1986、岡田
1993)ヘ米国においては、現在この評価法は、
ソーシャルワーク(たとえば、Bloon1，Fischer & 
Onne， 1999 ; Tripodi， 1994)、臨床心理学(た
とえば、 Barlow& Hersen， 1984)、特別教育




















































































1957)がある(岡本 1982)。岡本 (1982: 119) 
































































































































ing faith in well田intentioned)J (Magra & 









































System Designs) Jまたは ABデザインと呼ば
れるものである (Bloomet al.， 1999， pp. 374-





































et al.， 1999， p.395)。介入の除去という操作を
おこなうことによって、「起こりそうもない連続
的一致の法則 (theprinciple of unlikely succes綱
引vecoincidences) Jにより因果関係の可能性を
推測することができる(Jayaratne & Levy， 1979， 
































ンデザイン (MultipleBaseline Designs) J (図











































































































高くないことが報告されている (Penka& Kirk， 
1991 : Gingerich， 1984: Richey， Blythe， & 


































































































































































































Bloom et al. (1999)は、こうした状況を「最
小限の接触しかない状況 (Minimal同Contact
























































(Bloom et al.， 1999)に関してはまだ実証され



















































デザインを強く支持する Bloomet al. (1999) 
も指摘しているところである (pp.542-556.)。










































































































j ect Research Design) J、「単一N=l研究 (Sin-
gle N = 1 Research) J、「単一事例研究法(Single
Case Study Design) J、「時系列研究(TimeSeries 
Research) J、「単一有機体研究(SingleOrganism 







































3) D. R. Q.、移動尺度、および Koganらによる
追随研究に関しては、木田 (1957)に詳しい解説
がある。




















キストとしては、 Bloom，et al. (1999)やTripodi，
T. (1994)などが有名である。ソーシャルワーク
分野外の単一事例実験計画法に関するテキストは、






















向 (StatisticalRegression or Regression to the 







概値として再構成する。詳しくは、 Bloomet al. 
(1999) pp. 362-363.を参照のこと。
















17) Auerbach， C.， Schnall， D.， & Heft LaPorte， 
H.による SingWinカfある。このソフトウエアは、
Bloom， et.al. (1999)のイ寸告義となっている。 シン
グル・システム・デザインとコンビューター技術
との関係については、 Mutschler& J ayaratne 
(1993)が詳しい。
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